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米国・ボストンから招聘されたダニエル・ロード神父（Reverend Father Daniel Lord）が脚
本、演出などを担当した。1937 年 1 月 11～14 日の四夜にわたって首都キングストンのウィン
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１．モダン・パジェント・ブーム 
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かり、1913 年に奴隷制廃止 50 周年を祝うニューヨーク奴隷解放エキスポ・コミッションにて、
黒人初にして最大のパジェント「エチオピアの星（The Star of Ethiopia）」を上演した。初演
時の出演者は 1200 人、集結した観客は 12000 人とも 14000 人とも言われ27、再演が稀である
モダン・パジェント作品としては異例なことに、その後も三度上演された28。 
一方、1910～20 年代の米国でもっとも強い社会的影響力を誇る黒人運動を展開したマーカ
ス・ガーベイも、1928 年から 32 年にかけて故郷ジャマイカで少なくとも七本のモダン・パジェ
ントを催している。 
ジャマイカ生まれのガーベイは、1914 年に首都キングストンで UNIA（Universal Negro 
Improvement Association、世界黒人開発協会）を設立し、ヨーロッパの植民地政策からのア
フリカ解放および黒人種の統合と地位向上を強く訴えつつ、政治、社会、経済活動を行った。












































































































































































































ジャマイカ国家のモットーである「多人種・多民族がひとつの国民を成す（Out of Many, One 
People）」の精神を反映していたと、1974 年にベネットは指摘した63。このモットーは、公式
には 1962 年の独立時に初めて国章に刻まれたが、それ以前は 300 年にわたって、「二人のイン






































町中を練り歩いた。（Mervyn, James. “Ritual Drama in the Late Medieval English Town.” Past & 
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